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本研究では，以下の 2 つの問題の解決を目的とする．1)実際の利用環境において家電機器

を操作する際，テレビと DVD レコーダ等といったように複数の機器を同時に扱う場合が

多いにもかかわらず，既存の研究では 1 種類の機器のみを対象としてユーザビリティを調

査されていること 2)機器のメーカが統一されている環境と，そうでない環境における誤操

作の傾向と要因について分析が行われていないこと．問題解決のため同一メーカの組み合

わせと異なるメーカの組み合わせを使った時の操作を被験者実験とアンケート調査から比

較し，誤操作が起きる原因の傾向と要因の分析を行った．実験データの取得には

IrRC-Logger を用いることにより，利用中の GUI 画面を確認しながら操作ログの分析を行

った． 

誤操作や操作の時間遅延の主な要因は，ボタン名，位置，GUI の違いと仮定し，それに基

づきタスクの設定を行った．被験者実験の結果，一部の操作において，ボタン名，位置，

GUI の違いが誤操作や操作の時間遅延の主な要因となることが示唆された． 
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1. はじめに 

 

家電機器の操作に用いられるリモコンの使いやすさ（ユーザビリティ）を調査するにあ

たって，既存の研究では，1 種類の機器（例えばテレビ）を対象として調べていることが

多い[1，2，3，4，5]． 

しかし，実際の利用環境において機器を操作する際，テレビと DVD レコーダ等といっ

たように複数の機器を同時に扱う場合が多い．2010 年 3 月の内閣府調査によると，デジタ

ルテレビ及び HDD レコーダの世帯普及率は 60%を超えている[6]．したがって，実際の利

用環境における家電のユーザビリティを理解するためには，複数の機器を組み合わせた環

境での調査が必要である． 

近年市場で販売されているテレビやレコーダのリモコンは，同一メーカから販売された

テレビと DVD，または HDD レコーダを併用することを前提としたデザインがなされてい

る．例えば，同じ機能（電源や番組表）を示すボタンの名称や位置が機器間で同じになる

ようにデザインされた物や，同じメーカのテレビとレコーダ間でのリンク機能が付いた物

がある．このような環境では，複数の機器を併用した場合でもユーザは混乱することなく

スムーズに操作できる． 

しかし，実際の利用環境においては機器のメーカが統一されていないことも多い．異な

るメーカの機器ではボタンの名称や位置が一致していない．このような環境においては誤

操作の発生や，操作にかかる時間が長くなっている恐れがある．本研究では今までに分析

が行われていない，異なるメーカの機器を併用する場合における誤操作の傾向と要因につ

いて分析を行う． 
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2. 本研究の対象とする問題 

 

本研究で解決すべき問題は，1）実際の利用環境における家電のユーザビリティを理解す

るためには，複数の機器を組み合わせた環境での調査が必要であるにもかかわらず，既存

の研究では 1 種類の機器のみを対象としてユーザビリティの調査がされていること，2）機

器のメーカが統一されている環境と，そうでない環境における誤操作の傾向と要因につい

て分析が行われていないことの 2 つである． 

 

2.1 既存研究 

 高田らは，ユーザが機器を乗り換えた際の操作が事前に使用した機器から受ける影響に

ついて調査し，機器乗換え前後にリモコンボタンの位置だけは異なっていても正解操作が

推測できる一方，操作手順が異なる場合や，リモコンのボタン名が異なる場合には，乗換

え前の操作経験によって異なる誤操作が生じると述べている[1]. 

 吉田らは，実際のユーザの製品の操作履歴からユーザの使用傾向の時間的な変化につい

て調査し，4 つの使用傾向があることと，各家庭のリモコンの使用傾向に時間的な変化が見

られると述べている[2]． 

本研究では，同時に利用する複数種類の機器について，メーカが同一であれば誤操作が

少なくなり，メーカが異なると誤操作の発生や，操作にかかる時間が長くなる可能性につ

いて調査をする． 

 

2.2 研究目的 

 2.1 節で述べた問題を解決するために，本研究では，1）同一メーカの機器の組み合わせ

と，2）異なるメーカの機器の組み合わせを使った時の操作を，被験者実験とアンケート調

査から比較し，誤操作が起きる原因の傾向と要因の分析を行う．これらのグループに分け

ることにより，リモコンのボタン名や配置，GUI が類似した組み合わせ，異なる組み合わ

せでそれぞれの操作時間やエラー回数を得ることができる．エラーの起こった操作や，操

作時間の長い操作の時に押したボタンの位置，名称，GUI の違いを見ることで，誤操作や

操作時間の遅延の原因を調べることができる．同時に，各タスクにおけるアンケート調査

を行うことで，実際のデータと被験者の主観との違いや，上手く操作できないことに対す

る苛立ちの度合いを知ることができる．被験者実験のデータ取得には，リモコンを用いた

操作の履歴を取得するツールである IrRC-Logger[7]を使用する． 
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2.3 仮説 

 高田らは，機器乗換え前後にリモコンボタンの位置だけは異なっていても正解操作が推

測できる一方，操作手順が異なる場合や，リモコンのボタン名が異なる場合には，乗換え

前の操作経験によって異なる誤操作が生じると述べている[1].これは，同一機器について行

われた調査結果であるが，本研究ではこの結果が異なる機器においても成り立つと考え，

以下の仮説を立てる． 

仮説 1:ボタン位置の違いから操作時間の遅延が発生している 

仮説 2:GUI の違いからくる操作ミスや遅延が発生している 

仮説 3:ボタンの名称の違い，位置の違いから操作ミスや遅延が発生している 

仮説 4:各リモコンの組み合わせにより学習速度に違いが発生している 

 これらの仮説を基に，タスクを設定し実験を行う． 
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3. IrRC-Logger 
 

本研究では，被験者実験のデータ取得に，リモコンを用いた操作の履歴を取得するツー

ルである IrRC-Logger[7]を使用する．  

 IrRC-Logger は，リモコンを用いた操作の履歴を取得するツールである．家電製品のリ

モコンから送信される赤外線信号と，家電製品の GUI 画面を同時に取得することで，利用

中の GUI 画面を確認しながら操作ログの分析ができる．IrRC-Logger のシステム構成図を

図 1 に示す．このシステムは，既存製品に付加的に設置するもので，機器の組み込みソフ

トウェアを変更できる製品開発者以外でもユーザビリティの評価が可能となる．また，家

庭のような長期間にわたって複数の機器が使用される環境において，取得した信号が分析

対象の機器に対する信号か容易に識別できるよう，事前に分析対象となるリモコンの信号

を登録することができる．また，未登録の信号についても本ツールでは登録された信号と

区別がつく形で保存している．これにより，複数の機器を対象とする本実験に適している

ため，選択した．  
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図 1 システム構成図[2] 
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4. 実験 

 

4.1 実験方法 

 まず被験者に練習用のタスクを行ってもらい，その後 TV のリモコンを 3 分程度自由に操

作してもらい TV のリモコンについて学習を行ってもらった．TV リモコンのみ学習を行っ

てもらったのは，学習したリモコンと類似したリモコンをもつ HDD レコーダと異なるメー

カのリモコンをもつ HDD レコーダものでの差を見るためである．実験は，5 つのタスクを

設定し，被験者を同一メーカの組み合わせと異なるメーカの組み合わせのグループに分け

て，同じ内容のタスクを行ってもらった．同一の内容のタスクを行うことで，インタフェ

ース，GUI の違いによるユーザビリティ調査を行う事が出来る．全タスク終了後にアンケ

ート調査を行った．また，データを取得するのはレコーダの操作のみである． 

 表 1 に，実験に使用した機器のメーカと型番を示す．図 2 に使用したデジタルテレビの

リモコンを，図 3 に使用した HDD レコーダのリモコンを示す． 

 

 

表 1 実験使用機器 

機材 メーカ 型番 

デジタルテレビ SHARP AQUOS LC-26P1 

HDD レコーダ SHARP AQUOS DV-AC82 

HDD レコーダ TOSHIBA VARDIA RD-X9 

図 2  AQUOS LC-26P1 
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図 3  AQUOS DV-AC82(左)と VARDIA RD-X9(右) 

 

 図 2 と図 3 からわかるように，メーカが同じだとボタン名や配置が類似しているのに

対し，メーカが異なるとボタン名や配置が異なっている． 

 

4.1.1 実験協力者 

 実験協力者は，他メーカの HDD レコーダの操作経験はあるが，実験に使用した HDD

レコーダの操作経験の無い高専生 5 年 10 名（男性：9 人，女性：1 人，平均年齢 20 歳）

であった．年齢による操作の相違を考慮し，20 歳に統一した．また，性別による操作の

相違は考慮していない． 

 

4.1.2 タスク 

 実施タスクは，日常の利用シーンを考慮し，機器間でボタン位置，名称，GUI が異な

るものを中心に，表 2 に示す 5 種類とした．  
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 それぞれのタスクは，操作中にするボタンの位置や，名称，GUI が異なるよう設定し

た．また，タスクを行う順序については学習効果を考慮し，カウンターバランスを行っ

た．以下で，タスク内容と対応する仮説を示す． 

タスク番号 1-1 は仮説 1 基づき，同一名称で位置の異なるボタンのデータを取るため

に設定した． 

 タスク番号 1-2 から 1-4 では，仮説 2 に基づき，表示される番組表の GUI が異なるも

のとなっており，GUI の違いからくる操作ミスや遅延のデータを得るように設定した． 

 タスク番号 2-1 から 2-4 は TV リモコンには無いボタンだが，カバーの開閉が必要であ

ったり，レコーダによりボタン位置，名称が異なっている．これにより，名称の違い，

位置の違いによる操作ミスや遅延のデータを得ることができる． 

 タスク番号 3-1 は仮説 1 に基づき設定し，3-2 から 3-4 にかけて，仮説 2 に基づき設定

している． 

表 2 実施タスク 

タスク内容 タスク番号 タスク内容 

録画 

1-1 番組表の表示 

1-2 8ch へ移動 

1-3 3 日後へ移動 

1-4 17:00 開始の番組を録画予約 

DVD 再生 

2-1 DVD ドライブへ切り替え 

2-2 DVD の再生 

2-3 再生を停止 

2-4 HDD ドライブへ切り替え 

録画済み 

番組の再生 

3-1 スタートメニューの表示 

3-2 録画番組一覧の表示 

3-3 録画番組の再生 

3-4 再生を停止 

TV タスク 1 

4-1 入力 5 へ切り替え 

4-2 音量を 2 上げる 

4-3 ファミリンクの連動起動設定を使用し

ないに設定 

TV タスク 2 

5-1 音量を 2 下げる 

5-2 入力 3(4)へ切り替え 

5-3 i.link を使用しないに設定 
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 タスク番号 4-1 から 5-3 については，いずれも TV のリモコンを主に扱うタスクである．

仮説 4 より，各リモコンの組み合わせにより学習速度に違いが現れるのかのデータを取

っている． 

 

4.1.3 実験手順 

まず，練習用タスクを行ってもらい，各リモコンのボタン配置を大まかに確認してもら

った．テレビリモコンの学習のために 3 分ほどテレビリモコンを自由に触ってもらった後，

タスクを行ってもらった．全タスク終了後に，アンケート調査を行った． 

 

4.2 アンケート 

 アンケート調査は，実験のデータと被験者の主観との違いや，上手く操作できないこと

に対する苛立ちの度合いを知るために行った．アンケート内容は，メーカが異なる組み合

わせのグループには，以下の項目を用いた． 

・各タスクで使用したリモコンについてのイライラの度合い 

・ミスの程度 

・リモコンの形状が似ていると使いやすいと思うか 

 また，メーカが同一の組み合わせのグループには，以下の項目を用いた． 

・各タスクで使用したリモコンについてのイライラの度合い 

・ミスの程度 

・リモコンの形状が異なると使いにくいと思うか 

というものである． 

 イライラの度合いについては 4 段階で答えてもらい，ミスの程度については，ミスした

と思う回数を答えてもらった．また，リモコンの形状についての質問は，「思う」，「思わな

い」で答えてもらい，理由も答えてもらった． 

 

4.3 結果 

 表 3 に，メーカが同一のグループと異なるグループの各タスクにおける達成時間の平均

値を示す．以下に示すタスクの達成時間は，各タスクにおいて初めにボタンを押下してか

らタスク達成時にボタンを押下するまでの時間である． 

また，メーカの異なる組み合わせでタスクを行った被験者 2 名はタスク 1 を達成してい

ない．ここで示している時間は，中断した時の時間である． 

表 3 全タスクの達成時間 

達成時間(秒) 
タスク 

標準偏差
1 2 3 4 5 全タスク 

メーカ 
同一 83.3 18.2 25.2 52.6 55.0 230.6 40.07

異なる 199.8 32.0 39.0 50.8 49.6 375.2 36.57
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 表 3 より全タスクを達成するために要した時間は，メーカが異なる組み合わせのグルー

プが，メーカが同一の組み合わせのグループの約 1.6 倍かかっていることがわかる．また，

タスク 1 の達成時間が，メーカが同一の組み合わせのグループと異なる組み合わせのグル

ープではタスク達成時間が約 2.4 倍違っていることがわかる． タスク 2，タスク 3 におい

てもメーカが異なる組み合わせのグループの方がメーカが同一の組み合わせのグループよ

りも時間がかかっていることがわかる．タスク 2 は約 1.8 倍，タスク 3 は約 1.5 倍となって

いる． 

 表 4 にメーカが同一のグループと異なるグループの各タスクにおける誤操作の合計を示

す． 

 表 4 より，全タスクを達成する間に発生した誤操作は，メーカが異なる組み合わせのグ

ループが，メーカが同一の組み合わせのグループの約 4.5 倍となっていることがわかる．ま

た，誤操作の多くはタスク 1 で発生していることが分かる．タスク 1 とタスク 2 において

誤操作の回数が顕著に違っていることがわかる．加えて，2人がタスク1を達成していない． 

 

4.4 誤操作要因の分析 

 4.1.2 節で示したように，各機器の同じ機能に対して操作時間の違いや誤操作の発生具合

が異なる要因には，各機器のリモコンのインタフェースが異なる場合と GUI(操作手順)が異

なる場合とが考えられる．そこで，特徴的な誤操作や操作時間遅延の事例をいくつか抽出

し，要因抽出と分析を行った．誤操作は，タスク達成のための最短操作から外れる操作と

定義し，操作時間遅延は，タスクを行っている間にリモコンを持ち替える必要があった場

合 15 秒，持ち替える必要が無かった場合 10 秒と定義している．この定義は，筆者が機器

を操作した経験と，被験者がタスク内容を読む時間を考慮し定義している．  

 表 5 に誤操作，操作時間遅延例を示す． 

 

 

 

 

表 4 全タスクの誤操作 

誤操作(回) 
タスク 

1 2 3 4 5 全タスク 

メーカ 
同一 10 1 3 1 2 17 

異なる 52 13 4 1 6 76 
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番組表を表示させるタスク番号 1-1 において，メーカが異なる組み合わせの被験者は番組

表という名称のボタンを押すのではなく，番組ナビという名称のボタンを押してしまって

いたり，番組表というボタンを押すのに時間がかかっている．これは，TV リモコンで番組

表があった位置付近にレコーダのリモコンでは，番組ナビという似た名称の異なる機能の

ボタンがあることが原因だと考えられる． 

3 日後の番組表を表示させるタスク番号 1-3 において，メーカの異なる組み合わせの被験

者は方向キーの下を連打し，3 日後に移動したのに対して，メーカが同一の組み合わせの被

験者は 5 人中 4 人が図 5 の下部のガイド表示に気付き，方向キーの押下数が少なく，タス

ク時間も短くなっている．これは，TV 側に表示される番組表(図 4)とレコーダ側に表示さ

れる番組表(図 5)が，メーカが同一だと同様のものが表示されるのに対し，メーカが異なる

と異なる番組表(図 6)が表示されてしまうことが原因だと考えられる． 

 

表 5 誤操作，操作時間遅延例 

 最短，正解の操作 実際の操作 被験者のグループ 

タスク 1-1 番組表 番組ナビ 異なるメーカ 

タスク 1-3 モード選択後，方向キー 方向キー 異なるメーカ 

タスク 2-1 ドライブ切替 ドライブ切替連打 両グループ 

図 4  AQUOS LC-26P1 の番組表のガイド
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HDD ドライブから DVD ドライブに切り替えるタスク番号 2-1 において，メーカが同一

の組み合わせの被験者よりもメーカが異なる組み合わせの被験者の方がタスクの達成に時

間がかかっている．メーカが同一の組み合わせの場合は TV リモコンとレコーダのリモコン

図 5 AQUOS LC-26P1 の番組表

 

図 6 VARDIA RD-X9 の番組表
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のボタン位置が類似していることに加え，再生やドライブ切り替えといったレコーダにし

か存在しないボタンの位置がリモコンの一部分に集中している．一方で，メーカが異なる

組み合わせの場合，方向キーやチャンネル選択用のボタン位置が TV リモコンと異なり，レ

コーダにしか存在しないボタンの位置が散らばっているため，被験者はドライブ切替ボタ

ンを探すための時間が必要になったと考えられる． 

 以上の事例から，誤操作や操作時間遅延が生じる主な要因をボタン名，ボタン位置，GUI

の違いとした． 
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5. 考察 

  

5.1 メーカが同一の組み合わせのグループ 

 ここでは，メーカが同一の組み合わせのグループのタスク 1 からタスク 3 について，ボ

タンの名称や位置，GUI の違いから誤操作や操作時間遅延との関係性について考察を行う．

誤操作は，タスク達成のための最短操作から外れる操作と定義し，操作時間遅延は，タス

クを行っている間にリモコンを持ち替える必要があった場合 15 秒，持ち替える必要が無か

った場合 10 秒と定義する．ボタン位置はリモコンの上部，中央部，下部，左右のエリアに

分け，TV とレコーダで異なるエリアにある場合に「異なる」と定義した． 

 

5.1.1 タスク 1 

 表 6 に，タスク 1 の操作に対するボタン名，位置，GUI の違いと，誤操作，操作時間遅

延の有無を示す．表の左 3 列は，タスクで用いられたレコーダのリモコンや GUI が TV リ

モコンとどれだけ異なるかを示している．TV リモコンとの間で異なっている項目には「○」

を，異なっていないものには「-」と示している． 

 タスク番号 1-3 においてボタン名，ボタン位置，GUI ともに異なっていないにもかかわ

らず操作時間遅延が発生している．しかし，異なるメーカの組み合わせのグループと比べ

ると遅延時間は短く，また，操作時間遅延が見られた 3 人全員が操作中に番組表のガイド

表示に気付き，ガイドに従って操作を行っている．これは，事前に学習した TV で表示され

る番組表とレコーダ側で表示される番組表が類似しているためだと考えられる． 

  

5.1.2 タスク 2 

表 7 に，タスク 2 の操作に対するボタン名，位置，GUI の違いと，誤操作，操作時間遅

延の有無を示す． 

 

 

 

表 6 同一メーカのタスク 1 に関する違い 

 ボタン名 ボタン位置 GUI 誤操作(回) 操作時間遅延(秒) 

1-1 - - - 0 0 

1-2 - - - 2 0 

1-3 - - - 8 23 

1-4 - - - 0 0 
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 レコーダにしかないボタンでの操作となるため，ボタン名，ボタン位置ともに TV リモコ

ンとは異なっているが，図 2，図 3 からわかるように TV リモコンとレコーダリモコンでリ

モコンのデザインが統一されており，レコーダにしかないボタンはリモコンの下部へと集

中している．これにより，被験者は操作するボタンがどこにあるのかを推測することがで

きたと考えられる．また，タスク番号 2-2 において被験者の一人に操作時間遅延が発生して

いた．これは，被験者がタスク番号 2-1 において，HDD ドライブから DVD ドライブに切

り替えた時に，レコーダリモコンのカバーを開いたままの状態にし，その結果「再生」ボ

タンがカバーに隠れてしまい遅延が発生したものと考えられる． 

 

5.1.3 タスク 3 

 表 8 にタスク 3 の操作に対するボタン名，位置，GUI の違いと，誤操作，操作時間遅延

の有無を示す． 

 タスク 2 と同様に，3-1 と 3-4 でレコーダにしかないボタンでの操作となるため，ボタン

名，ボタン位置ともに TV リモコンとは異なっているが，タスク 2 と同様に推測が容易であ

ったと考えられる． 

 

 

5.2 メーカが異なる組み合わせのグループ 

ここでは，メーカが異なる組み合わせのグループのタスク 1 からタスク 3 について，ボ

タンの名称や位置，GUI の違いから誤操作や操作時間遅延との関係性について考察を行う．

誤操作は，タスク達成のための最短操作から外れる操作と定義し，操作時間遅延は，タス

表 7 同一メーカのタスク 2 に関する違い 

 ボタン名 ボタン位置 GUI 誤操作(回) 操作時間遅延(秒) 

2-1 ○ ○ - 1 0

2-2 ○ ○ - 0 15

2-3 ○ ○ - 0 0

2-4 ○ ○ - 0 0

表 8 同一メーカのタスク 3 に関する違い 

 ボタン名 ボタン位置 GUI 誤操作(回) 操作時間遅延(秒) 

3-1 ○ ○ - 2 0 

3-2 - - ○ 1 0 

3-3 - - - 0 0 

3-4 ○ ○ - 0 0 
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クを行っている間にリモコンを持ち替える必要があった場合 15 秒，持ち替える必要が無か

った場合 10 秒と定義する．ボタン位置はリモコンの上部，中央部，下部，左右のエリアに

分け，TV とレコーダで異なるエリアにある場合に「異なる」と定義した． 

 

5.2.1 タスク 1 

 表 9 に，タスク 1 の操作に対するボタン名，位置，GUI の違いと，誤操作，操作時間遅

延の有無を示す． 

 タスク番号 1-1 において，ボタン位置が異なっているだけにもかかわらず誤操作と操作時

間遅延の両方が発生している．これは，TV リモコンで番組表があった位置付近に番組ナビ

という似た名称のボタンがあることと，TV リモコンの番組表ボタンが方向キーの左上に位

置していたのに対して，レコーダリモコンは方向キーの右上に位置していたことが考えら

れる．タスク番号 1-2 において発生した誤操作は，番組表内で 8ch に移動する際に，方向

キーで移動を行わず，数字キーを押したために発生したものである．タスク番号 1-3 におい

て，メーカが同一の組み合わせのグループと同じように操作時間遅延が発生している．し

かし，5.1.1 節で述べたようにメーカが同一の組み合わせのグループと異なる組み合わせの

グループでは遅延時間に差がある(表 10)． 

 これは，メーカが同一の組み合わせのグループはガイドに気付いたのに対して，異なる

組み合わせのグループはガイドに気付くことができなかったことが原因と考えられる．こ

のことから，ボタン位置が異なる場合は，TV リモコンで別のボタンがあった位置にそのボ

タンがあるときに操作時間遅延，似た名称のボタンがあると誤操作の原因となると言える．

また，ボタン位置，GUI が異なると誤操作，操作時間遅延の両方を発生させると言える．

表 9 異なるメーカのタスク 1 に関する違い 

 ボタン名 ボタン位置 GUI 誤操作(回) 操作時間遅延(秒) 

1-1 - ○ - 4 22

1-2 - ○ ○ 12 0

1-3 - ○ ○ 31 56

1-4 - ○ - 5 0

表 10 タスク 1-3 の操作時間遅延の比較 

操作時間遅延(秒) タスク 1-3 

メーカ 
同一 23

異なる 56
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ボタン位置のみ異なる場合は，誤操作，操作時間遅延の原因となり難いと言える． 

 タスクを達成していない被験者 2 人は，両者ともタスク番号 1-3 を操作中に断念してお

り，タスク達成を断念した時の操作時間遅延は，134 秒と 135 秒であった．このことから，

ユーザは目的の操作に 120 秒以上かかるとその操作を断念してしまう可能性があると考え

られる． 

 

5.2.2 タスク 2 

 表 11 に，タスク 2 の操作に対するボタン名，位置，GUI の違いと，誤操作，操作時間遅

延の有無を示す． 

 タスク番号 2-1 において発生している操作時間遅延は，5.2.1 節で述べたのと同様に，ボ

タン位置が異なる場合は，TV リモコンで別のボタンがあった位置にそのボタンがあるとき

であるため，操作時間遅延が発生していると言える．また，タスク番号 2-4 において，同様

の異なり方であるのに操作時間遅延が発生していないのは，タスク番号 2-1 において同様の

操作を行っているため，被験者が学習済みであったからであると言える． 

 

5.2.3 タスク 3 

 表 12 に，タスク 3 の操作に対するボタン名，位置，GUI の違いと，誤操作，操作時間遅

延の有無を示す． 

 タスク番号 3-1 において発生している操作時間遅延は，5.2.1 節と 5.2.2 節で述べたのと

同様に，ボタン位置が異なる場合は，TV リモコンで別のボタンがあった位置にそのボタン

があるときであるため，操作時間遅延が発生していると言える． 

 

表 11 異なるメーカのタスク 2 に関する違い 

 ボタン名 ボタン位置 GUI 誤操作(回) 操作時間遅延(秒) 

2-1 ○ ○ - 5 11 

2-2 - ○ - 3 0 

2-3 - ○ - 1 0 

2-4 ○ ○ - 2 0 

表 12 異なるメーカのタスク 3 に関する違い 

 ボタン名 ボタン位置 GUI 誤操作(回) 操作時間遅延(秒) 

3-1 ○ ○ - 0 10

3-2 - ○ ○ 4 0

3-3 - ○ - 0 0

3-4 ○ ○ - 0 0
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5.3 タスク 4 とタスク 5 の比較 

4.1.2 節で述べたように，タスク 4 とタスク 5 は TV リモコンの学習速度の差を見るため

にタスクを設定したが，表 3 からわかるように学習速度に差は見られなかった．これは，

実験前に TV リモコンについて十分学習してもらったことが原因と考えられる． 

 

5.4 アンケート結果 

 表 13 にメーカが同一の組み合わせのグループへのアンケートの結果を示す．アンケート

内容は，レコーダのリモコンが TV のリモコンと異なる形状であれば，使いにくいと思うか

というもので，思う，思わないの 2 択で答えてもらい，何故そう思うのかも記述してもら

った． 

 次に，メーカが異なる組み合わせのグループへのアンケートの結果を表 16 に示す．アン

ケート内容は，レコーダのリモコンが TV のリモコンと似た形状であれば，使いやすいと思

うかというもので，思う，思わないの 2 択で答えてもらい，何故そう思うのかも記述して

もらった． 

 表 13 と表 14 から，似た形状のリモコンを使用したグループはリモコンの形状が異なっ

ていても使いにくくはならないと思っているが，異なる形状のリモコンを使用したグルー

プはリモコンの形状が似ていると使いやすくなると思っていると言える． 

 

表 13 メーカが同一の組み合わせのアンケート結果 

 思うか 何故そう思うか 

1 思わない 書いてある通りに操作すればよいから 

2 思わない 特定の操作しかしないため 

3 思う ボタン配置が異なるため 

4 思わない 名称が記されていれば問題なく操作できる 

5 思わない 異なる機器を扱うため，形状が異なるのは当然である 

表 14 メーカが異なる組み合わせのアンケート結果 

 思うか 何故そう思うか 

1 思う ボタン配置を頭で覚えるから 

2 思う 新しく覚え直す必要が減るから 

3 思う 初見のリモコンは使いにくい 

4 思う ボタンを探す必要がなくなるから 

5 思わない 分けてあった方が使い慣れてくると良いと思う 
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5.5 まとめ 

 分析の結果，リモコン間でボタン名，ボタン位置，GUI が異なる場合，誤操作や操作時

間遅延が生じる主な要因となることがわかった．ボタン名，ボタン位置が異なる場合は TV

リモコンで別のボタンがあった位置に目的のボタンがあると操作時間遅延が，似た名称の

ボタンが存在していると誤操作の要因となり，ボタン位置と GUI が異なる場合は誤操作，

操作時間遅延の両方の要因となることがわかった．TV リモコンを使用するタスクでは，メ

ーカが同一の組み合わせのグループとメーカが異なる組み合わせのグループで差が見られ

なかった．これは，実験前に TV リモコンについて十分学習してもらったことが原因と考え

られる． 

  



19 
 

6. おわりに 

本研究では，実際の利用環境において機器を操作する際，テレビと DVD レコーダ等と

いったように複数の機器を同時に扱う場合が多いにもかかわらず，既存の研究では 1 種類

の機器のみを対象としてユーザビリティを調査されていることと，機器のメーカが統一さ

れている環境と，統一されていない環境における誤操作の傾向と要因について分析を目的

とし，同一メーカの機器の組み合わせと異なるメーカの機器の組み合わせを使った時の操

作を被験者実験とアンケート調査から比較し，誤操作が起きる原因の傾向と要因の分析を

行った．これらのグループに分けることにより，リモコンが似ている組み合わせ，リモコ

ンが似ていない組み合わせでの操作時間やエラー回数のデータを得ることを試みた． 

リモコンを用いた操作の履歴を取得するツールとして IrRC-Logger を使用した．エラー

の起こった操作や，操作時間の長い操作の時に押したボタンの位置，名称，GUI の違いを

見ることで，機種間のリモコンのどの部分が異なっていると誤操作や操作時間の遅延の原

因になっているのかを得ることができた．同時に，各タスクにおけるアンケート調査を行

うことで，実際のデータと被験者の考えとの違いや，上手く操作できないことに対する苛

立ちの度合いを知ることができた． 

被験者実験の結果，リモコン間でボタンの位置，名称，GUI の違いがあると誤操作，操

作時間遅延の要因となることがわかった．ボタン名，ボタン位置が異なる場合は TV リモコ

ンで別のボタンがあった位置に目的のボタンがあると操作時間遅延が，似た名称のボタン

が存在していると誤操作の要因となり，ボタン位置と GUI が異なる場合は誤操作，操作時

間遅延の両方の要因となることがわかった． 

今後の課題として，本研究ではタスク内容を決める際，意図的に目的のボタンを限定す

るようにタスクを設定したため，複数通りあるタスク達成のための手順を 1 つに限定して

しまっている問題がある．タスク内容を抽象的にし，より自由度の高い状況で実験を行う

ことでより具体的なデータを得ることができる．また，今回の実験では 2 グループ 3 機種

のみを対象としているので，より多くの組み合わせ，機種でデータを取ることにより，よ

り詳細なデータを得ることができる． 

 本研究より，ボタンの位置，名称，GUI の違いから誤操作，操作時間遅延が発生してい

るとわかったが，それらの無い学習型リモコンであれば誤操作，操作時間遅延が少なくな

るとは考えていない．学習型リモコンは全ての機器の機能を網羅しておらず，ユーザの意

図しないボタンに機能を割り当てる必要性が発生してしまい，割り当てた機能を覚えるこ

とが困難になる可能性がある．このような状況では，結局誤操作，操作時間遅延が発生し

てしまう．また，全てのユーザが学習型リモコンへの機能の割り当てを容易に行えるわけ

ではないという問題もある．しかし，これらの問題を解決することができれば，タッチパ

ネルを用いた学習型リモコンの普及とともに誤操作，操作時間遅延は少なくなると筆者は

考える． 
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びに情報工学科 5 年クラスメイトの皆様にも，励ましやご助言をいただいた．ここに深謝

の意を表明させていただきます．また，お忙しい中被験者実験にご協力してくださった皆

様に深謝の意を表明させていただきます． 
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